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概要 
（100～150 字程度） 

ショウジョウバエを用いた行動学的スクリーニングから睡眠を強

く誘引する新規の遺伝子 nemuri が同定された。Nemuri は抗菌

ペプチドであり、個体が感染することで発現が惹起されることか

ら、免疫と睡眠を繋ぐ重要な因子であることがうかがえる。しか

し、その分子メカニズムは理解されていない。 
研究目的 
（300 字程度） 

本研究では、Nemuri の作用メカニズムを明らかにすべく、以下

2 点の問いを設定し、共同研究を展開する。 
1. Nemuri は細菌内で、どのような構造に局在しているのだろう

か？Nemuri は正に電化したアミノ酸を多く含むため、核酸と結

合すると予想される。そこで、様々な核酸マーカー（DNA・RNA）

と共染色し、共焦点微鏡で観察の後、電顕を用いて、さらに詳細

に Nemuri の局在情報を理解する。 
2.核酸と Nemuri が結合すると考えられるが、Nemuri はどのよ

うな構造をとるのだろうか？Nemuri は天然変性ドメインを含む

R(アルギニン)が多い抗菌ペプチドであるため、単体では特定の構

造を取らないと考えられる。しかし、標的ターゲット核酸と結合

した際には特定の構造を取ると考えられるため、その構造を

NMR を用いて決定することを目指す 
研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

蛍光色素を付加した Nemuri ペプチドを菌に混ぜ、顕微鏡下で観

察をした。その結果、Nemuri ペプチドは大腸菌の膜に局在し、

その後、大腸菌の中に局在することが確認できた。細菌内の局在

を詳細に明らかにするため様々なマーカーと共染色をおこなった

ところ RNA/リボソーム画分に Nemuri ペプチドが存在すること

を確認した。 
Nemuri ペプチドの構造を調べるため、CD スペクトラムや NMR
を用いて解析したところ、特定の形をとらない天然変性ペプチド



であることが明らかになった。一般に、抗菌ペプチドは特定の形

をとって特定のターゲットに作用するが、Nemuri ペプチドは特

定の構造を取らずに効果を発揮する珍しいタイプの抗菌ペプチド

であることが示唆された。 
以上を、計４回にわたり、遺制研における実地での打ち合わせ、

及び実験で明らかにした。 
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